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空
海
の

「

即
身
」

観
の

源
底
に

流
れ
る

「

自
然
じ

ね

ん
」

に
つ

い

て

　

　

　
　

　

　
　

　

　

ー
そ
の

動
態
構
造
と

山
林
修
行
者
的
特
質
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は

じ

め

に

　
空

海
の

「

即

身
成
仏
」

思
想
の

キ

イ

ワ
ー

ド

は
、

「

即

身
」

で

あ
る
と

私
は

考
え

る
。

更
に

そ
の

「

即
身
」

の

源

底
に

は
、

自

身
の

《

外
》

な

る

「

自
然
」

に

無
礙

渉
入
し
、

そ
こ

に

入

我
我

入
し
つ

つ

拡

大
す
る

《

内
》

な
る

「

自
然
じ

ね
ん

」

の

動
態
的
エ

ネ
ル

ギ

ー

が

常
に

流
れ

て

い

る
。

そ

れ
は

、

若
き
日

の

厳
し
い

山

林
修
行
で

培
わ

れ
、

そ
し

て

晩
年

、

未
開
の

高
野
山

に

居
を

か

ま

え
た

空
海
の

生

き
方
そ
の

も
の

の

中
に

鮮
明
に

顕
わ

れ
て

い

る
。

仏
教
を

信
じ

学
び

研
鑚
し

、

類
ま
れ

な
る

精
神
的

肉
体

的
能
力
を

駆
使
し
て

築
き

あ
げ
た

彼
の

「

真
言
密

教
」

を

支
え
る

重

要
な

要
素
が

、

こ

の

「

自
然
じ

ね

ん
」

の

エ

ネ
ル

ギ

ー

で

あ

り
、

そ
れ

を
内

に

含
ん

だ

「

即
身
」

観
で

あ
る

。

そ
れ
は

、

彼
の

さ
ま

ざ
ま
な

論
述

、

さ
ら

に

は

そ

の

文
章
構
造
や

「

字
」

そ

の

も
の

の

上

に

も

顕
わ

れ
、

あ
る
い

は

潜
在
し
て
い

る

の

で

あ
る

。

　
本
稿
で

は
、

あ
ら

た

め

て

（

一
）

空
海
の

即
身
成

仏
思
想
に

お

け
る

「

即
身
」

に
つ

い

て
、

「

六

大
」

と

「

三

密
加
持
」

を

中

軸
に

三
つ

の

視
点
を

指
摘
し

、

そ
れ

を
動

態
的
立

体
的
か
つ

主

体
的
な
構
図
と

し

て

捉
え
る

。

さ

ら
に

（

二
）

空
海
の

「

即
身
」
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観
の

源
底
に

流

れ
る

、

「

自
然
」

↓
「

自
然
じ

ね

ん
」

、

そ
し
て

「

我
」

↓
「

大
我
」

へ

の

入
我
我
入
・

無
礙
拡
大
の

動
き
を

も
う

一

つ

の

構
図
と

し
て

捉
え

、

そ
れ

を

空
海
の

思

想
を

支
え
る

重
要
な

要
素
と

し

て

位
置
づ

け
る

。

そ
の

上
で

（

三
）

空
海
の

こ

の

よ

う
な
思

想
的
特
質
を

培
う
重
要
な

要

素
と

な
っ

た
、

彼
の

山
林

修
行
者
的

側

面
に

ス

ポ
ッ

ト

を

当
て

、

『

三

教
指
帰
』

及
び

『

性
霊

集
』

の

中
に

そ
の

「

軌
跡
」

を

確
認
す
る

。

そ
こ

に
は

、

彼
の

「

自
然
」

の

中
で

の

激
し
い

行
動
体
験
と
と

も
に

、

そ
こ

に

生

ま
れ

る

「

自

然
」

と

の

原
初
的

「

即

身
」

観
・

瑜
伽
観
が

明
確
に

顕
わ

れ
て
い

る
。

最
後
に

（

四
）

そ

の

原

初
的
な

即

身

観
・

瑜

伽
観
の

エ

ネ
ル

ギ

ー

で

あ
る

「

自
然
じ

ね

ん
」

、

を

基
底
に

お
い

た

空
海
の

思

想
に
つ

い

て
、

日

本
古
来
の

自
然
信
仰
・

宇

宙
観
等
と

の

関
係
を
も

視
野
に

入
れ
つ

つ
、

そ

の

特
徴
を

ま
と

め
る

。

　
　
＊

「

自

然
じ

ね

ん
」

…

…
自
身
の

「

外
」

な

る

「

自

然
」

に

無
礙
渉
入
し

、

そ
こ

に

入
我

我
入
し
つ

つ

拡
大
す
る

「

内
」

な

る

「

自

然

　
　
　

じ

ね

ん
」

の

こ

と
。

即
ち
「

お
の

ず
か
ら

な
る

生

成
・

展
開
に

よ
っ

て

成
り
い

で

た

状
態

、

あ
る
い

は

そ
の

生
成
・

展

開
を

惹

起

　
　
　

さ
せ
る

本
具
の

力
（

『

広
辞
苑
』

）

」

。

　

詳
細
は

註
（

15
）

参
照
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一

、

空
海
に

お

け
る

「

即
身
」

の

構
造

　
『

即
身
成
仏

義
』

に

お
け
る

「

即
身
成
仏
」

の

偈
頌
二

頌
八

句
の

内
、

前

半
の

四

句
「

六

大
無
礙
常
瑜

伽
　
四
種
曼
荼
各
不
離

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　（
1）

三

密
加
持
速
疾
顕

　
重
重

帝
網

名
即
身
」

が

「

即

身
」

の

頌
で

あ
る

。

本
論
展
開
の

前
提
と

し
て

、

こ

の

中
か

ら
三
つ

の

点
を

指
摘
し
て

お

く
。

 
「

六

大
」

と

は

三

摩
地
の

「

状
態
」

を

表
わ
し

て

い

る
。

空

海
は

そ
の

第
一

句
を

釈
す
る

に

あ
た
っ

て

そ
の

冒
頭
に

、

「

六

大
と

は
、

五

大
と

及
び

識
と

な

り
」

と

し

て
、

『

大
日

経
』

具

縁
真
言
品
の

中
か

ら
、

「

我

覚
本
不
生
…

…
」

以
下
の

文
を

引
用
し
て

、

五

大
に

識
大
が

渉
入
し
た

状
態
を

「

六

大
」

と
し

て
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空海の 「即身」観の 源底 に流れ る 「自然 じねん 」 に つ い て （猪股）

　（
2）
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

（
3）

い

る
。

即
ち

、

『

大
日

経
』

の

「

我
覚
本
不
生

出
過
語

言
道

諸
過

得
解
脱

遠
離
於

因
縁

知
空
等
虚

空
」

の

文
か
ら

、

「

本
不
生
」

以

下
の

各
文
を
地

水
火
風

空
の

「

五

大
」

に

配
当

し
た
上

で
、

「

我
覚
」

（

私
は

覚
っ

た
）

を

即
ち
「

識
大
」

と

し
て
、

五

大
に

こ

の

識

大
が

無
礙

渉
入

し

て

い

る

状

態
こ

そ

「

六

大
」

で

あ

る

と

説
明

し

て

い

る
。

ま

た
、

毘
盧

遮

那
の

種

子

真

言

ア

　
ビ

　
ラ

ウ
ン

ケ
ン

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゥ

ン

炎
頓
て・
呉

寂
を

五

大
に

配
当
し

て

こ

れ

を

「

五

仏
の

三

摩
地
」

と

し
、

そ
こ

に

桑
字
が

識
大

、

即

ち
「

我
覚
」

と

し
て

渉
入
し

た

状
態

、

空
海
は
こ

こ

に

「

六

大
」

を

み
て
い

る
。

さ

ら
に

、

『

（

金
剛

頂
経
）

毘
盧
遮
那
三

摩
地

法
』

の

「

諸

法
本
不
生

　
自

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
4）

性
離
言
説
　
清
浄
無
垢
塵

　
因
業
等
虚
空
」

の

文
の

「

諸
法
」

と
、

『

大
日

経
』

阿
闍

梨
真
実
智
品
の

「

我
即
同
心

位
　
一

切
処

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　（
5）

自
在
…

阿
字
第
一

命
…
俵

字
同
虚
空
」

の

文
の

「

我
即
同
心

位
」

を
、

前
記

具
縁
真
言
品
の

「

我
覚
」

と

同

様
に

「

識
」

ま
た

は

「

智
」

と

捉
え

、

そ
の

状
態
を

「

六

大
」

と

し
て
い

る

の

で

あ
る

。

た

し
か

に
、

こ

れ

ら
の

経

文
を

、

た

だ

平
面
的
に

「

文

章
」

の

上
で

の

み

「

理
解
」

し
よ

う
と

す
る

限
り

、

空
海
の

こ

の

引
用
は

強

引
で

あ
る

か

に

も
見
え
る

。

「

書
か

れ
て

あ
る

こ

と
」

を
超
え
て

も
の

を

言
っ

て

い

る
。

し
か

し
重

要
な
こ

と

は
、

空
海
は

、

こ

れ

ら

の

経
文
が

大
日
や

諸
仏
や

、

さ

ら

に

修
法
の

阿

闍
梨
や

行
者
た

ち
が

、

「

三

摩
地
」

の

中
に

入
っ

て
い

る

状

態
を

表
し
て

い

る

と

考
え
て
い

る
こ

と
、

即
ち

、

そ
の

よ

う
な

状
態

を

表
現
す
る

言
葉
と

し

て
、

「

我
覚
」

「

諸

法
」

あ
る
い

は

「

我
即
同
心

位
」

を

捉
え
て

い

る
、

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

し
か

も
、

決
し
て

「

五

大
＋

識
大
11
六

大
」

と
い

う
平
面

的
な
図

式
で

は

な
い

。

「

五

大
」

に

象
徴
さ
れ

る

世

界
を

平
面

的
に

「

対
象
物
」

と

し
て

考
え

る
の

で

は

な

く
、

仏
た

ち
と
と

も
に

そ
の

「

五

大
」

の

中
に
溶

け
込
ん

で
、

即
ち

「

三

摩
地
」

の

中
で

初
め

て

見

え
て

く
る

「

内
観
」

の

風

光
、

し
か

も
そ

の

「

風

光
」

そ
の

も
の

で

も
な

く
、

「

我
」

を
も

溶
け

込
ま
せ
て

し
ま
っ

て
い

る

動
態

的
か
つ

立

体
的
な

「

そ
の

よ

う
な
状

態
」

、

こ

れ
を

空
海
は

「

六

大
」

と

言
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
（
6）

　

例
え
ば

『

声
字
実
相
義
』

の

偈
頌
「

五

大
皆
有
響
　
十
界
具
言
語

　
六
塵

悉

文
字

　
法
身
是

実
相
」

が
あ
る

。

書
か

れ
て

あ

る

言
葉
と

し
て

は

確
か
に

「

五

大
」

で

あ
る

。

し

か
し
こ

こ

に

は
、

そ
の

「

響
」

を

聞
き

そ
れ
に

渉
入
し

、

「

法
身
是
実
相
」

と

覚
っ

た

あ
る
い

は

覚
り
つ

つ

あ
る

、

「

我
」

も
し

く
は
空

海
自
身
が

「

そ
こ

に
い

る
」

の

で

あ
る

。

空
海
の

い

う
「

六

大
」

と

は
、

75
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こ

の

よ

う
に

、

常
に

「

我
覚
」

が

そ
の

中
心
に

潜
在
し

て

い

る

と
い

え
る

。

　
 
〈

自
然
〉

も
ま
た

「

六

大
」

の

内
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
な

六

大
が
生

み

出
す
も
の

と

し
て

、

空
海
は

『

大
日

経
』

秘
密
曼
荼
羅
品
か

ら

「

如
来
発
生
の

偈
」

と

呼
ば

れ

る

　（
7）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

（
8）

経
文

を

引

用
し

、

そ
こ

に
一

切
の

仏
と
一

切
の

衆
生
と

四

種
法
身
の

ほ
か

に

三

種
世

間
を

挙
げ
て

い

る
。

こ

の

三

種
世

間
の

中

に
は

「

器
世
間
」

、

ま

さ
に

本
稿
で

中

心
テ

ー

マ

と

し
て
い

る

「

自
然
」

界
が

含
ま
れ

て

い

る
。

即
ち

、

「

六

大
」

は

諸

仏
や
衆

生

だ

け
で

な

く
、

「

自
然
」

を

も
生

み

出
す
も
の

と

さ
れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

し

か
も

、

そ
の

「

六

大
」

は

無
礙

自
在
で

あ
り

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
す
べ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（
9）

「

能
所
の

二

生

有
り
と

謂
も

、

都
て

能
所
を

絶
え
た

り
。

法
爾
に

し
て

道
理
な

り
、

何
の

造
作
か

有
ら
ん
」

で

あ
る

。

そ
こ

で

は
、

「

我
」

と

い

う
存
在
を

も
溶

け
込
ま
せ

て

し
ま
っ

た

「

心
・

仏
・

衆
生
」

と

〈

自
然
〉

が
、

「

生
み

出

す
も
の
」

「

生

み
出

さ
れ
る

も
の
」

と

い

う
区

別
も
な

く
、

「

自
然
じ
ね

ん
」

の

道
理

に

そ
っ

て

無
礙
自

在
に

渉
入
し

合
っ

て

い

る
。

い

わ
ば

、

空

海
の

説
く

「

六
大
」

と

は
、

「

虚

空

大
に

遍
満
し
て
い

る

主

体
的
世

界
」

と

言
っ

て

も
よ
い

。

　
 
「

加

持
」

と

は

「

威
徳
力
」

、

即
ち

「

六

大
」

に

内
包
さ
れ

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

で

あ

る
。

　
こ

の

「

六

大
」

を

「

六

大
」

た

ら
し

め
て

い

る

力
が

「

三

密
加
持
」

で

あ
る

。

二

頌
入

句
の

第
三

句
「

三

密
加
持

速
疾
顕
」

の

解
釈
で

空
海
は

、

「

若
し

真
言
行
人

あ
っ

て

此
の

義
を

観
察
し

、

手
に

は

印

契
を

作
っ

て
、

口

に

真
言
を

誦
し

、

心
三

摩
地
に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
（
10）

住
す
れ

ば
、

三

密
相
応
し
て

加
持
す
る
が

故
に

早

く
大
悉

地
を

得
る
」

、

と

し

て

い

る
。

さ
ら
に

そ
の

典

拠
と

し
て

、

『

一

切

時

　
　（
11）
　

　

　

　
　

（
12＞
　
　

　

　

　
　

　
〔
坦

処
儀
軌
』

『

観
智
儀
軌
』

『

五

秘
密
儀

軌
』

か

ら
の

引
用
を

し
て
い

る
。

こ

れ

ら

の

引
用

文
か

ら

「

加
持
」

に
つ

い

て

触
れ

て

い

る

と
こ

ろ

を
ま
と

め
て

み

れ
ば

、

「

自
身
を

加

持
」

し
、

「

衆
多
の

如
来
に

加
持
」

さ
れ

、

そ
し
て

そ
の

「

加
持
威
徳
力
」

に

よ

っ

て
、

「

法

界
体

性
智
の

毘
盧

遮
那

仏
の

虚

空

法
界
の

身
と

成
る
」

と

言
い

直
し
て

も
よ
い

で

あ
ろ

う
。

即
ち

「

加
持
」

と
は

、

行
者
自
身
の

行
為
で

あ
る

「

内
な
る
」

加
持
が
、

如
来
か

ら
の

「

外
な

る
」

加
持
に

感
応
し

た
と
こ

ろ

に

生

ず
る

「

威
徳

力
」

で

あ

り
、

す
な
わ

ち

「

エ

ネ
ル

ギ

i
」

な
の

で

あ
る

。
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■
「

即
身
」

の

構
図

　
空
海
の

「

即

身
」

の

原
理
は

、

き
わ
め

て

動
態
的
か
つ

立

体
的
で

あ
る

と

と

も
に

、

そ
こ

に

は

常
に

主
体
的
な
エ

ネ
ル

ギ
ー

が

働
い

て

い

る

の

が

特

徴
で

あ
る

。

即
ち

、

物
質
的

あ
る
い

は

客
観
的

要
素
を

象
徴
す
る
五

大
（

地
水
火
風
空
）

に
、

精
神
的

要

素
と

し
て

の

「

識

大
」

が

無
礙
渉
入
し

て

「

六

大
」

と
な

り
、

そ
れ

は

「

六

大
法
界
体
性
所
生
の

身
」

と
し

て
、

「

其
体
本
有

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
14）

常
住
に

し
て

宇
宙
法
界
に

遍

満
」

す
る

、

と

い

う
。

こ

れ
を

例
え
ば

、

　
《

X
軸
Y
軸
の

交
点
へ

の

Z
軸
（

識

大
）

の

突
き
抜

け
》

と

い

う
構
図
に

集
約
し
て

み

る

と
、

次
の

よ

う
に

な

る
。

　

即
ち

、

「

客
観
あ
る

い

は

平
面
の

世

界
を

象
徴
す
る
X
軸
Y
軸
の

交
点
に

向
か
っ

て
、

そ
の

瞬
間

瞬
間
に

自
身
の

胸
か

ら

発
す

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
る

Z
軸
が

突

き
抜

け
て

ゆ

き
、

そ
こ

に
、

自
身
を

も

溶
け
込
ま

せ

て

し
ま
っ

た

無
限
大

　

　

　
　

　

7

　

　

　
　

　
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　

の

立

体
を

、

瞬
間
継
続

的
に

、

生

き
生

き
と

感
じ
る
」

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

そ
し

て
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
こ

の

Z
軸
こ

そ

「

加
持
」

で

あ

り
、

同

時
に

「

識

大
」

即

ち

「

覚
」

「

智
」

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
X
軸
Y
軸
に

よ
っ

て

象
徴
さ
れ

る

物

質
的

あ
る
い

は

客
観
的
要

素
、

即
ち

「

五

大
」

の

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

〉

Z 軸
く加持〉

！
！

！
　

1
Y 軸 　 ！

1
！

X 軸 … 　！
！

； ！
｝ …

τ
：　 ＿＿＿＿ノ

　 　 　 ！
　 　 ！
　 ！
　 ！
∠」＿＿＿

く識 ＝ 覚 ・智

世

界
を

平
面
と

す
る

と
、

そ
の

交
点
に

自
身
の

胸
（

心）

か

ら

発

す
る

Z
軸
が

突
き
抜

け

た

そ
の

時

が
、

そ

し
て

そ
の

境

界

が
、

ま
さ

に

「

六

大
」

と

い

う
世

界
で

あ

り
、

『

大
日
経
』

具
縁
品
巻
二

に
い

う
「

我

覚
本
不
生

出
過

語
言
道

諸

過
得
解
脱
遠

離
於
因

縁

知
空
等
虚
空
」

の

「

と

き
」

と

「

と
こ

ろ
」

で

あ
ろ

う
。

空
海
は

そ

の

状
態
を

彼
の

『

即
身
義
』

の

偈
頌
に

お
い

て
、

「

六

大
無
礙
常
瑜

伽

　
四

種

曼
荼
各
不
離
」

と

表
現
し

た
。

そ
し
て

そ

れ
を

具

体
的
に

実
現
す
る
エ

ネ
ル

ギ

i
（

上
に
い

う
Z
軸
）

が

コ

ニ

密

加
持
」

で

あ
り

、

そ
こ

に

「

速

疾
顕
」

し
た

状
態
こ

そ
、

我

身
・

仏

身
・

衆
生

身
あ
る
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い

は

三

種
世

間
が

、

あ
た

か

も

「

重

重

帝
網
」

の

如

く
互

い

に

映
り
あ
い

溶
け

合
っ

た

無
礙
渉
入
の

境

界
で

あ

り
、

そ

れ
を

「

名
」

づ

け
て

「

即
身
」

と
い

う
、

と

し
て
い

る
。

こ

の

よ

う
に

、

空

海
の

い

う

「

即

身
」

と

は
、

「

⊥

ハ

大
」

と
い

う
無
礙
渉
入

の

世

界
で

、

「

加

持
」

と

い

う
具

体
的
か
つ

主

体
的
な
行
為
が
エ

ネ
ル

ギ

ー

と

な
っ

て

生

み

出

す
、

き
わ

め
て

動
態
的
立

体
的
な

世

界
で

あ
り

、

前
記
は

、

そ

れ

を
「

構
図
」

と

し
て

表
わ

し
た
も
の

で

あ
る

。

　
さ

ら

に
、

若
き
日
か

ら

の

激
し
い

山

林
修
行
に

よ
っ

て

空

海
が

身
体
中
で

吸

収
し

た

〈

自
然
〉

の
エ

ネ
ル

ギ

ー

は
、

上

記

「

三

密
加
持
」

と

い

う
内
容
を

含
み
つ

つ

も
、

も
っ

と

耒
分
化
で

原

始
的
な
エ

ネ
ル

ギ

ー

と

し
て

、

特
に

若
き
日
の

彼
を
動
か
し

て

い

た

に
違
い

な
い

。

即
ち
空

海
の

場
合

、

前
記
構

図
の

Z
軸
の

源

底
に

は
、

よ

り
原

始
的
な

「

自
然
」

↓
「

自
然
じ

ね
ん

」

へ

の
エ

ネ
ル

ギ

ー

が

常
に

流
れ

て

い

る
こ

と

を
、

次
に

明
ら

か

に

し
た
い

。
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二
、

空
海
に

お

け
る

「

自
然
」

↓
「

自
然
じ

ね

ん
」

の

構
造

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
そ
と

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
う

ち

　
〈

自

然
〉

と
い

う
言

葉
に

、

［

A
］

外
な

る

「

自
然
」

と

［

B
］

内
な

る

「

自
然
じ

ね

ん
」

と
い

う
二

つ

の

意
味
が

あ

る

と

す

　（
15）

れ
ば

、

空
海
の

「

即
身
」

観
の

源
底
に

あ

る
エ

ネ
ル

ギ

ー

は
、

そ

の

［

A
］

↓
［

B
］

へ

の

流
れ
で

あ
る

。

即
ち

、

若
い

頃
の

激

し
い

山

林
修
行
に

よ
っ

て

体
中
で

吸
収
し
た

外
な
る

「

自
然
」

の

エ

ネ
ル

ギ
ー

と
、

類
ま
れ

な
る

頭

脳
を

駆
使
し
た

厳
し

い

学

問
・

仏

教
研
鑚
の

成
果
が

、

互
に

加
速
し

あ
い

高
め

あ
っ

た

結
果

、

そ
こ

に

生

成

さ
れ

た

も
の

が

彼
の

内
な
る

「

自
然
じ

ね
ん

」

の

エ

ネ
ル

ギ
ー

で

あ
る

。

従
っ

て
、

こ

こ

で
い

う
内
な
る

「

自
然
じ

ね
ん

」

と
は

、

「

内
に
こ

も
っ

た

ま

ま
の

〈

自
然
〉

」

で

は

な

く
、

内

外
の

区
別
な

く
無
礙

渉
入
し

、

「

外
か

ら
内
へ

」

さ
ら

に

「

内
か
ら

外
へ

」

と

自
己
生

成
し
つ

つ

拡
大
し
て

ゆ

く
「

よ

り

大
き
な

〈

自
然
〉

」

で

あ
り

、

さ
ら
に

、

そ
の

よ

う
に

広
く
自
由
な

〈

自
然
〉

あ
る
い

は

「

自
然
じ

ね
ん

」

を
、

「

自
身
の

中
に

感

じ
る
」

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
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■

「

自
然
」

↓
「

自
然
じ

ね
ん

」

の

構
図

　
［

A
］

は
、

［

我
］

の

外
に

「

自
然
」

が
あ
る
、

即
ち
「

自
然
」

を

対
象
物
と

し
て

見
て
い

る

場
合
で

あ
る

。

故
に

「

我
」

と

「

自
然
」

の

境
界
は

実
線
で

あ
る

。

そ
れ
で

も

「

我
」

が

「

自
然
」

に

囲
ま
れ
て
い

る

の

は
、

如
何
に

も

日
本
的
で

あ
る

。

こ

れ

は

空
海
の

思

想
が

「

日

本
的

な
土

壌
」

の

中
で

培
わ
れ

た
こ

と

を
示

す
も
の

で

も

あ
る

。

西

欧
社

会
の

感
覚
で

は
、

そ
の

二

つ

は

豁
然
と

左
右
ま
た
は

上

下
に

分
か
れ
て
い

る

筈
で

あ
る

。

　
ワ

A
］

は
、

［

A
］

か

ら

［

B
］

へ

、

即
ち

、

「

自
然
じ

ね
ん

」

へ

向
け
て
の

ダ
イ

ナ

ミ

ズ

ム

の

初
期

段
階

で

あ
る

。

「

我
」

は

「

自
然
」

へ

、

「

自
然
」

は

「

我
」

へ

と
互

に

入
我
我
入
し

始

め
て

い

る
。

同

時
に

「

我
」

の

枠
は

点
線
と

な
っ

て
、

し

か

も
、

も
は

や
平
面
的
な

「

円
」

で

は

な
く

、

「

球
」

と
し

て

膨
ら
み

な
が

ら

拡
大
し
つ

つ
、

し

か

も

消
え

か

け
て

い

る
。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

 

　
ウ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

汐

尸

［A ］

畢

［A
「
］

畢
　 　 　 　 lAl

圖

／h＼
、

《一一一
≠←

一一一
　 　 《←

一一一・

　 i 　 大我’一一一Y1−一一→　 　 　 　 　 一

　 丶、 　 1 ホ 　 ノ

　 　 ＼ 　自 じね ん 然 ／

　 　 ＼ ．
丶 ↓ 1一ノ ／

　 　 　
一

「
一’一
不

　 　 　 vl　 l
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［

B
］

は
、

ま

さ
に

「

自

然
じ

ね
ん

」

の

境

界
で

あ
る

。

「

我
」

を

囲
ん

で
い

た
小

さ
な

枠
は

完
全
に

消
え

、

「

我
」

そ
の

も
の

が

今
ま
で

の

「

自
然
」

の

枠
に

ま
で

大
き
く

広
が

り
、

さ
ら

に

な
お

、

そ
れ

を
超
え
て

よ

り
広
い

エ

ネ
ル

ギ
ー

を

吸

収
し
つ

つ

拡

大
し

て

ゆ
く

。

こ

れ

が

「

自

然
じ

ね

ん
」

と
い

う
も
の

の

動
態

的
な

姿
で

あ
る

。

こ

の

状
態
は

「

円
」

で

は

な

く
も
は

や

立

体
、

即
ち
、

生

き
生

き
と

脈

動
す
る

「

球
体
」

で

あ
り

、

し
か

も

「

我
」

が

「

大
我
」

と

し
て

そ

の

中
に

無
礙
渉
入
し
て
い

る

「

球

体
」

で

あ
る

。

即
ち

、

［

A
］

で

は

枠
に

囲
ま

れ
た
小

さ
な

「

我
」

で

あ
っ

た

主

体
が

、

周
囲
の

「

自
然
」

と

入

我
我
入
し
つ

つ

広
が

り
融
け
て

ゆ

き
、

［

B
］

に

示
す
よ

り
大
き
な

「

我
」

即
ち

「

大
我
」

と

し
て

覚
知
さ

れ

る
。

こ

れ

は
、

小

さ
な

「

我
」

を

超
え
る

よ

り
大
き
な

「

主

体
」

感
覚
で

あ
る

。

　
こ

の

こ

と

を
、

仮
に

前
記
「

即

身
」

の

構
図
に

当
て

は

め

て
、

XY

軸
の

交
点
を
Z
軸
が

突
き

抜
け
た

そ

の

と

き
の

「

立

体
」

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
16）

即
ち

、

空
海
が

『

即
身
義
』

に

言
う
「

六

大
法
界
体
性

所
生
の

身
」

に

対
応

さ
せ

て

捉
え

、

ま

た

そ
の

「

Z
軸
」

、

即
ち
「

加
持
」

　
　
　
（
17＞

の

「

威
徳
力
」

に

相
当
す
る

も
の

を

そ
こ

に

見
て

も
よ
い

で

あ
ろ

う
。

し
か

し
、

こ

の

《

小

さ
な

「

我
」

を
超

え
る

よ

り

大
き

な
「

主

体
」

感
覚
》

と
は

、

む

し
ろ

そ
の

「

思

想
」

以

前
に

、

「

山

林
修
行
者
」

空

海
の

体
内
で

自

然
に

培
わ

れ

た

も
の

な
の

で

あ
る

。

し
た

が
っ

て
、

こ

こ

で

い

う
「

大
我
」

に

つ

い

て

も
、

仏

教
用

語
と

し
て

の

「

大
我
」

の

意
を

含
み
つ

つ

も
、

取
り
あ

え
ず
は

も
っ

と

未
分
化
で

原
始
的
な

、

〈

自
然
〉

の

中
で

の

自
己
の

拡
大
観
・

大
我

観
の

こ

と

で

あ
る

。

空

海
が

若
き
日

の

激
し

い

山

林
修
行
に

お

い

て

そ

の

身
体
全

体
で
つ

か

ん

だ

も
の

は
、

ま
さ
に

、

「

仏
教
」

と

か

「

密
教
」

と

か
い

う
意

識
枠
以

前
の
、

〈

自
然
〉

の

中

で

の

そ
の

よ

う
な

自
己
拡

大
観
あ
る

い

は

渉
入

観
で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

80
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三
、

「

山

林
修
行
者
」

空
海
の

軌
跡

空

海
の

思
想
の

源
底
に

流

れ

る

大
き
な

特
質
は

、

「

山

林
修
行
者
」

と

し
て

培
っ

た

「

自
然
」

の

中
で

の

瑜
伽
観
・

即
身
観
で
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あ
り

、

そ
こ

か

ら
生
ま

れ

て

彼
を

動
か

す
「

自
然
じ

ね

ん
」

の

エ

ネ
ル

ギ

ー

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

そ
の

特

質
が

直
接
に

現
れ
て

い

る

三
つ

の

文
章
を
え

ら
び

、

平

面
的
な

自
然

観
を
一

歩
も
二

歩
も

突
き
抜

け
る

空
海
の

表
現
と

、

そ
の

背
景
に

あ
る

彼
の

行

動
を

探
っ

て

み

た
い

。

　
■

「

谷
不
惜
響
　
明
星
来
影
」

“

『

三

教
指

帰
』

巻
上
よ

り

　
こ

れ

は

延
暦
十
六

年
（

七

九

七
）

、

空
海
二

四
歳
の

時
に

書
か

れ
た

彼
の

「

出

家
宣

言
書
」

と

も
い

わ
れ

る
も
の

で
、

そ
の

序

文
に

あ
た

る

部
分
で

あ
る

。

　

　

爰
に

あ
沙
門
有
り
て
・

余
に

虚
空

蔵
の

聞
持
の

法
を
呈

す
・

（

中
略
）

大
聖
の

誕
，

部
を

信
じ

て
、

認
を

欝
に

望
む

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
18）

　

　

阿
国
の

大
滝
の

嶽
に

躋
り

攀
ぢ

、

土

州
の

室
戸
の

崎
に

勤
念
す

。

谷
響
き
を

惜
し

ま

ず
、

明
星

来
り

影
す

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
19∀

　
こ

の

結
び

の

句
「

谷
響
き
を

惜
し

ま
ず

、

明

星
来
り

影
す
」

と

は
、

「

谷
響
」

即
ち

、

「

轟
然
た
る

滝
や

流
れ

の

音、

吹
き

抜

け
る

風
の

音
、

あ
る

い

は

谷

間

に

満
ち
る

蝉

や
小

鳥
た

ち
の

な

き
声
」

な
ど

に
つ

つ

ま
れ

た

空
海
が

、

そ

れ
を

自
心
の

中
の

「

響
」

と

し
て

入

我
我
入
し
て

い

る
、

そ
う
い

う
〈

自
然
〉

の

エ

ネ
ル

ギ
ー

に

充
ち

充
ち
た

「

谷
響
」

で

あ
り

、

そ
し
て

「

明
星

来
影
」

で

あ
る

。

お

そ
ら

く
、

空
海
の

体
い

っ

ぱ
い

に
、

　

　

畠
ヨ
国

 

冨
8
σq

胃
σ

訂
鴫
p。

o

ヨ

穹
幹
p。

ヨ
四

二

冒
o
ユ

の

温
氤

と
い

う
真
言
が

響
き
あ
い

つ

つ

内
な

る

「

自
然
じ

ね

ん
」

が

充
満
し

、

そ
し
て

明
星
の
一

点
の

光
の

中
で

空
海
の

身
心
は

虚

空
蔵

菩
薩
と

入

我
我
入
し
て

い

た
の

で

あ
ろ

う
。

こ

こ

に

は
、

現
前
の

「

自
然
」

に

「

即

身
」

に

融
け
込
み

、

そ
の

エ

ネ
ル

ギ
ー

を

自
身
に

引

き
入
れ
て
い

る

若
き
山
林
修
行

者
の

姿
が

、

あ
り

あ
り
と

描
か

れ

て

い

る
。

口
「

自
然
」

↓
「

自

然
じ
ね

ん
」

の

構
図

で
い

う
、

［

A
］

↓
［

・

A
］

の

状
態
で

あ
る

。

　

彼
が

、

求
聞

持
法
を

中

軸
に

山
野
を
駆

け
巡
っ

て

得
た

も
の

は
、

単
に

「

経
文
を

暗
記
す
る
」

と
い

う
目
的
を

超
え
て

、

生

81
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〔
20）

き
生

き
と

し
た

「

自
然
じ

ね

ん
」

の

「

智
」
、

即
ち

「

自
然
智
じ

ね

ん

ち
」

と

い

わ

れ

る

も
の

で

あ
ろ

う
。

そ
れ
は

、

禅

室
に

座

し

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
し

と
ね

心
で

観
念
し
て

得
ら

れ
る

と
い

う
よ

り
も

、

山
野

を
駆

け
そ
れ

を
褥
と

し
、

奥
深
い

く

自
然
V

を

吸
い

込
み

吸
い

込

ま
れ
な

が

ら
、

彼
自
身
の

「

身
体
」

全

体
が

体
得
し
た

も
の

で

あ
る

。

彼
の

若
き
日
の

山

林
修
行
と
は

、

そ
の

よ

う
に

激
し
い

行
動

的
な

も
の

で

あ
っ

た

に

違
い

な
い

。
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■

「

有
仮
名
乞

児
　
不
詳

何
人
…

…

形
似
可

笑
　
志
已
不

奪
」

“

『

三

教
指
帰
』

巻
下
よ
り

　
『

三

教
指
帰
』

巻
下

、

「

仮
名
乞
児
論
」

の

冒
頭
に

出
て

く
る

こ

の

男
の

姿
と

行

動
の

あ

ら
ま

し

で

あ

る
。

そ
こ

で

空
海
は

、

こ

の

「

仮
名
乞
児
」

に

名
を

借
り
て

明
ら
か

に

自
ら

の

若

き
日
の

姿
と

行
動
を

語
っ

て

い

る
。

二

十
歳
そ
こ

そ
こ

で

大
学
を

中

退
し

て

将
来
を

嘱

望
さ

れ

て
い

た

出
世

の

道
か

ら

飛
び

出
し
、

厳
し
い

修

行
に

明

け
暮
れ

た
二

十

歳
前
半
ま
で

の

姿
で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

戯
曲

故
の

、

さ
ら
に

は

中

国
の

古
典
を

駆
使
し
た

空
海

独
特
の

定
型
的

修
飾
が

あ
る

に

し

て

も
、

書
か
れ

て

あ
る

基
本
的

事
実
に

変
わ

り
は

な
い

で

あ
ろ

う
。

ま
た

、

一

見
眼
を
そ

む

け
た

く
な
る

よ

う
な
醜
い

姿
の

中
に

、

逆
説
的
に

、

「

自
然
」

の

中
で

激

し

く

修
行
し

獲
得
し
た

内
な
る

「

自
然
じ

ね
ん

」

へ

の

誇
り
と

、

自
ら
の

仏

教
へ

の

自
信
と

が

現
わ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
　

仮
名
乞
児
と
い

う
も
の

有

り
。

何
人
と

い

う
こ

と

を
靄
一

、

也

ず
。

邂
脚
儺
に

生

ま
れ

、

繿
，

櫞
ユ

雕
に

長
ぜ

り
。

高
く

儀
麒

　
　

し
り

ぞ

け
　

　
　

　

ね
こ

　
　

　

ご

ん

く

　
　

　
　

く
ろ

　

　
　

　
　

　
　
お

と
　

　
　
こ

う
べ

あ
か

が

ね

　
　
ほ

と
ぎ
　

　

　
　

　
　

　
　
ふ

ん
え

ん
か

つ

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

な
ぺ

　
　

を

屏
て

道
を
仰
う
て

勤

苦
す

。

集
き

髪
剃
り

隕
し

、

頭
　
銅

の

盆
に

似
た

り
。

粉
艶
都
て

失
せ

、

面
は

瓦
の

堝
か
と

疑
う

。

　
　

　

　
し
よ
う

す
い

　

　
　

　

　

　

さ
い

じ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

ゆ

が
め

　

　

　

　

ひ
げ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

か
い

こ

　
　

容
色
顛

頼
し
て

体
形

叢
爾
と
い

や

し
。

（

中
略）

烙
る

ロ
、

鬚
无
し

、

孔

雀
の

貝
に

似
た

り
。

欠
け
た

る

脣
、

歯
ま
で

疎

　
　

　

　、」
う
と

　

　

　

ご
と

し

た

ま

さ
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

そ

　
　

な
る

狡
莵
の

脣
の

若
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

偶
に

市
に

入
る

と

き
に

は
、

瓦

礫
雨
の

如
く
に

集
ま
る

。

若
し

津
を
過
ぐ
る
と

き
に

は
、

馬
の

屎

　
　

　

　
　

　

　
　

（
21∀

　
　

霧
の

ご

と

く
に

来
る

。

　
こ

こ

で

紹
介
さ

れ
る

「

仮
名
乞
児
」

は
、

仏
道

修
行
者
で

は

あ
る

が
、

異
様
な

ま
で

に

醜
く
汚
い

姿
で

あ
る

。

「

乞
食
も

恥
か
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し

く
て

頬
を

お
お
い

下
を

向
く
ほ

ど
」

で

あ
り

「

市
場
に

入

る
と

き
は

瓦
や

小
石

が

雨
の

よ

う
に

落
ち
て

く
る
し

、

渡
し

場
を

通
れ

ば

馬
糞
を

投
げ
ら
れ

る
」

よ

う
な
人

物
と

し
て

描
か

れ
て
い

る
。

む
し
ろ

、

一

般

社
会
（
こ

こ

で

は

「

市
」

と
い

う
言
葉
に

象
徴
さ

れ

て

い

る
）

に

は

受
け
い

れ

ら

れ
な
い

「

異
界
の

人
」

と
い

っ

て

も
よ
い

。

空

海
は
こ

の

「

仮
名
乞

児
」

を
、

そ
の

時
の

、

あ
る

い

は

つ

い

数
年
前
ま
で

の

自
分
自
身
の

姿
と
二

重
写
し
に

し
な

が
ら

、

し
つ

こ

い

ほ

ど

に

「

醜
く
汚
い

」

姿
で

こ

の

ド
ラ

マ

に

登
場

さ
せ

る
の

で

あ
る

。

　

私
が
こ

の

シ

ー

ン

に

読
み

取
る

こ

と

は
、

若
い

、

如
何
に

も

「

若
い
」

山

林
修
行

者
空

海
の

生

身
か

ら

「

溢
れ

出
る

も
の
」

で

あ
る

。

「

自
然
」

の

中
で

激
し

く
行

動
し

、

そ
の

〈

自
然
〉

の

リ
ズ
ム

が

自
身
の

中
に

流
れ

、

し
か
も

そ
こ

で

「

何
か
」

を

獲

得
し
た

と

い

う

「

誇
り

」

が

体
中
に

溢
れ
て
い

る
と

き
に

は
、

し
ば
し
ば

、

一

般
社

会
に

対
し
て

は

「

反

社
会
的
」

、

言
葉
を
か

え
れ

ば

「

異
界
の

人
」

と

し

て

振

舞
い

た

く
な
る

衝

動
が

沸
い

て

く
る

も
の

で

あ
る

。

こ

の

衝

動
は

年
齢
や

経
験
の

積
み

重
ね

と
と

も
に

別
の

か

た

ち
を
と

る
に

せ
よ

、

こ

れ

は

空
海
二

四
歳

、

〈

自
然
〉

の

ニ

オ

イ

芬
芬
た

る

時
で

あ
る

。

む

し
ろ
こ

こ

で

は
、

彼
は

「

異
界
の

人
」

と

見
ら

れ
る

こ

と
を

意
識
し

、

さ
ら

に

そ

れ
を

「

誇
り

」

と

さ

え
し
て

、

こ

の

「

仮
名
乞

児
」

を
登
場
さ

せ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

文
章
に

続
く
の

が
、

「

仮
名
乞
児
」

、

即

ち

「

三

教

指
帰
』

執
筆
前
空
海
二

十
歳
前
後
の

行
動
の

具

体
的
場
所
と

そ
の

行

動
内
容
で

あ
る

。

　

　

阿

毘
の

私
度
は

常
に

爨
の

執
友
な

り
・

光
明

婆
塞
は

時
に

篤
信
の

填
王

た

り
。

或
る

と

き
は

斜
．

聯
に

登

り
雪
に

遇
・

て

　

　

疑
た

り
・

或
る
と

き

寝
，

慳
曝
て

鍵
を

絶
・

て

騨
と
た

し
な
む

。

（

中
略
）

雪
を

磐
肘
を
枕
と

す
。

還
・

て

孔

　

　

汎

群
同

じ
・

青
き

烈
天

に

張
れ

れ

ば

房
屋

を

労
せ

ず
・

織

乱
傭
鵜
に

懸
れ

れ

ば

繼
を

営
ま

ず
。

夏
は

馨
緩

　

　

み
・

徳

麗
い

て

奎
の

雄
風
に

澱
・

冬
は

瓣
を

櫓
め

襟
を

靜
で

羈
の

猛

火
を

守
る

。

機
の

餌
．

勘

噌

離
筍
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つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
わ

ま
か
つ

ら

　

こ

ろ

も

　

　

　

　

　

　

　

か

く
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

べ

　

　
も
給

か

ず
、

紙
の

袍

　
葛
の

褞
は
二

の

肩
も
蔽
さ

ず
。

一

枝
に

逍
遥

し

半
粒
に

自
得
す

。

（

中
略）

形
は

笑
う
可
き
に

似
た

　

　
　

　

　
　

　

　
す
で

　
　
　
　
　
　
　
（
22）

　

　
れ

ど

も
、

志
は

已
に

奪
わ

る
る

ま
じ
。

　
以

上
の

如
く

、

空
海
は

少
な

く
と

も
二

十
代
の

前
半

、

あ
る

い

は

そ
の

葡
後
の

数
年
間
も

含
め

て
、

私
度
僧
あ
る
い

は

優
婆

塞
と

呼
ば
れ
る

仲

間
た

ち
と

と

も

に
、

四

国
か

ら

近

畿
の

山

申
を

駆
け

巡
り

、

厳
し
い

修
行
に

明
け
暮
れ
て

い

た
の

で

あ
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
23〕

上

記
に

、

さ
ら

に

彼
が

『

於
紀
伊

国
伊
都
郡

高
野

峯
被
請
乞
入

定
處
表
』

で

語
っ

て

い

る

吉
野
や

高
野
由
を

含
め
る

と
、

こ

の

わ

ず
か

数
年
間
で

の

行
動
範
囲
が

、

東
西
三

〇

〇
 

（

四

国
の

石
槌
山

か
ら

紀
伊
半
島
の

吉
野
・

高
野
山
ま
で
V

、

南
北
一

五

〇

 

（

釜
戸
岬
か

ら

吉
野
の

金
峰
山
ま
で
）

、

標

高
差

約
二

〇

〇
〇

m

（

室
戸
岬
か
ら

石
槌
山

ま
で
）

に

お

よ
ぶ

こ

と
に

は

驚
嘆
を

禁
じ

え

な
い

。

平
地
の

移
動
で

あ
っ

て

も
、

部
分
的

に

馬
や
小

舟
に

よ

る
ほ

か
は

基
本
的
に

は

徒
歩
で

あ
る

。

ま

し
て

や

山
に

入
れ

ば
、

か

す
か

な
ふ

み

跡
か

、

け
も
の

路
か

、

あ
る
い

は

路
な

き
沢
筋
や

尾

根
の

背
を

、

た

だ
ひ

た

す
ら

に

攀
じ

登
り
攀
じ

下
る

毎
日

だ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

こ

れ

は
、

非
常
に

激
し

く

密
度
の

濃
い

「

自
然
」

の

中
で

の

行
動
で

あ
る

。

空
海
が

人
並
み

は

ず

れ
て

優
れ

た

「

頭
脳
」

と

と

も
に

、

驚
く
べ

き

強

靭
な

「

身
体
」

を
も
っ

て
い

た
こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

。

し
か

も
そ
れ

は
、

導
な
る

「

体
力
」

で

は

な

く
、

厳
し
い

「

鯊
然
」

の

中
で

生

き
ぬ

く

動
物
た
ち
や

、

あ
る
い

は

そ
れ
を

狩
猟
し
て

暮
ら

す
懲

山

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
24）

人
」

た

ち
と

同
等
の

直
観
力
と

知
恵
に

支
え
ら

れ
た

も
の

に

違
い

な
い

。

　
彼
が

「

仏

道
」

に

求
め

た

も
の

と
、

「

自
然
」

の

中
で

の

行

動
に

よ
っ

て

培
っ

た
生

き
る

「

力
」

と
が

、

若
い

空

海
の

「

か

ら

だ
」

、

即
ち

「

心

身
」

の

中

で

「

ひ

と
つ
」

に

な
っ

た

時
、

彼
は

「

進
む
べ

き
道
」

を

確
信
し

た

の

で

あ
ろ

う
。

こ

の

殻
の

最
後

　

　
　

　

　
　

　

　
　
べ

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

す
で

に

空

海
は

、

「

形
は

笑

う
可

き
に

似
た

れ
ど

も
、

志
は

巳
に

奪
わ

る
る

ま
じ

」

と
、

昂
然
と

言
い

放
っ

て
い

る
。

前
段
で

述
べ

た

「

仮
名
乞

児
」

が
き
わ

め
て

醜
い

姿
で

市
場
に

現
わ

れ
る
シ
ー

ン

の

背
景
に

は
、

こ

の

よ

う
な

山
林

修
行
者

、

即

ち
「

沙
門
」

空

海
の

誇
り
と

決
意
と

が

込
め
ら

れ
て
い

る
の

で

あ
る

。
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■

「

納
涼
房
望

雲
雷
」

“

『

性
霊
集
』

巻
第
一

よ
り

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　（
25）

　
「

納

涼
房
」

と

は
、

高
雄
由

寺
（

現
・

神
護
寺
の

大
師
堂
の

付
近
）

に

あ
っ

た
。

京
都
の

北

西
を
ほ

ぼ

南
に

流
れ
る

、

清
滝
剤

の

深
い

谷
を

見
お

ろ

す
急
斜
面
の

高
台
が

そ
の

場
所
で

あ
る

。

空
海
の

高
雄
山
寺
時
代

、

即
ち
三

十
歳

後
半
か

ら
五

十
歳
前
後

ま
で

の

作
で

あ
ろ

う
。

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（
26）

　

　

　

納
涼

房
に

て

雲
雷
を
望
む

　

　

　

た

に

雲

蒸
し
て

壑
浅
き
に

似
た

り

さ
つ

さ
つ

颯
颯
と

し
て

風
房
に

満
て

り

天

光
暗

く
し

て

色
無
し

魑

魅
媚
び
て

人
を

殺
す

　

　

　

そ
ら

雷

渡
っ

て

空
地
の

如
し

き

　
き

　
　
　
　
　
　
　

か

ぜ

祁
祁
と

し
て

雨
鼬
に

伴
う

樓
月
待
て

ど

も

至
り
難
し

　

　

　
　

い

ぬ

夜
深
く
し
て

寐
る

こ

と

能
わ

ず

　
眼
下
の

深
い

谷
に

激
し

く
動
く
雲
や
稲
光

、

房
に

吹
き
つ

け
る

雨
と

風
を

体
で

感
じ

な
が

ら
、

深
い

夜
の

闇
に

向
か
っ

て

座

し
、

そ

の

「

心
」

が

無
限
の

空

間
に

広
が
っ

て
い

る

よ

う
な
こ

の

詩

文
か

ら
は

、

「

自
然
」

の

激
し
い

動
き
に

触
発
さ
れ

て
、

自

身
内
面
の

搬
が

騒
い

で

い

る
山

林
修
行
者
空

海
の

生

身
の

鼓
動
が

伝
わ
っ

て

く
る

。

◎

「

自
然
」

↓
「

自

然
じ

ね
ん

」

の

構
図
で

い

う
、

［
，

A
］

の

状
態
で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

詩
文
の

最
大
の

ポ

イ
ン

ト
は

第
七

句
の

「

魑
魅

媚
殺
人
」

で

あ
る

。

「

魑
魅
」

と

は
、

一

般
的
に

は

「

山

彝
の

異
気
よ

り

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27」

生

ず
る

怪
物
で

人

を
害
す
る

も
の

。

す
だ

ま
」

で

あ

り
、

「

魑
魅

魍
魎
」

と

も
い

わ
れ

る
。

「

媚
殺
人
」

と
は

、

従
来
の

解
釈
で

は

「

殺
」

を

単
な

る
「

媚
」

の

強

調
語
と

し
て

あ
つ

か
い

、

「

笑
っ

て

人

を
悩
ま

し
」

「

人
を

迷
わ
せ

ぬ

き
」

な
ど

と

釈
さ
れ
て

い

る
。

し

か

し
、

私
は

、

こ

こ

で

は

素
直
に

「

魑
魅
媚
び
て

人
を

殺
す
」

と

そ
の

ま

ま
解
釈
し

た

方
が

自
然
で

あ
る

と
思

う
。

で

は

何
故
「

魑
魅
」

が

「

人
」

を

殺
さ
ね
ば
な

ら
な
い

の

か
。

こ

こ

で

い

う
「

魑
魅
」

と

は
、

戮
本
人
の

自
然
観
の

中
に

昔
か

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
28）

ら
あ
る

、

「

自
然
」

に

宿
る

「

精

霊
」

の

こ

と

で

あ
り

、

「

山
林
修
行
者
」

空

海
は

、

こ

の

日
の

納
涼
房
の

自
然
の

中
で

、

そ

う
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い

う
思
い

を

込
め
て

「

魑
魅
」

と
い

っ

た

の

だ
ろ

う
。

さ

ら
に

、

『

性
霊

集
』

巻
第
二

「

沙
門
勝
道
歴

山
水
瑩
玄
珠

碑
」

に
お
い

て

も
、

勝

道
上

人
に

な

り
代
わ
っ

て

空
海
は

次
の

と

お

り
言
う

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

さ

ん
ぴ

　

　

仰
ぎ
願
わ

く
は

、

善
神
威
を

加
え

て

毒
龍
霧
を
巻
き

、

山
魅
前
導
し
て

我
が

願
を

助
け
果
た

さ

し
め
よ

。

我
、

若
し
由
の

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
29）

　

　

頂
き
に

到
ら
ず
ぼ

、

亦
菩
提
に

至

ら
じ

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　〔
30＞

　
こ

こ

で

い

う
「

山

魅
」

と

は
、

「

山

神
」

と

「

木
魅
」

の

こ

と
。

即
ち

、

前

記
「

魑
魅
」

と

同

意
で

あ
ろ

う
。

決
し

て

「

由

林

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
31）

の

異

気
よ

り
生

ず
る

怪
物
で

人
を

害
す
る

も
の
」

や

「

魑
魅
魍
魎
」

で

は

な

く
、

人
を
菩
提
へ

と

導
く
山
の

中
の

「

精
霊
」

と

し

て

描
い

て
い

る
の

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
32冒

　
次
に

、

「

媚
殺

人
」

の

「

人
」

と

は

何
を

意

味
す
る
の

か
。

そ
れ

は
、

小

さ

く

「

我
」

を

張
る

「

人
間
」

、

即

ち
「

人

我
」

の

こ

と

で

あ
る

。

あ
る

い

は
、

そ
の

よ

う
な

存
在
と

し
て

の

空

海
自

身
で

あ
る

の

か

も
知
れ

な
い

。

故
に

こ

の

「

魑
魅
媚
び

て

人

を

殺
す
」

と
は
、

激

し

く

動
く

＜

自
然
〉

の

中
の

精
霊
た

ち

に

誘
わ

れ

て
、

小

さ
な

《

人
》

と

か

《

我
》

と

か
い

う
存

在
な

ど

殺
さ

れ

吸

収
さ

れ

尽
く
し
て

し
ま
う
」

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

今
、

そ

こ

に

座

し

て
い

る

空
海
に

即
し

て

い

え
ば

、

〈

自
然
〉

そ

し
て

私
の

中
に

魑

魅
（

精
霊
）

が
い

る
、

魑
魅
（

精
霊
）

の

中
に

私
が
い

る
、

そ
こ

で

は

す
で

に

「

わ

た

し
」

と

い

う
存
在
も

、

そ
の

く

自

然
V

の

激
し

い

動
き
の

中

に

無
礙
渉
入

し

溶
け

込
ん

で

し

ま
っ

て
い

る
、

と
い

う
こ

と

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

こ

の

詩

文
の

前
半
に

は
、

既
に

「

地

水
火
風
空
」

の

「

五

大
」

が

直
接
に

読
み

こ

ま
れ

て

い

る
こ

と

も

考

え
る

と
、

ま

さ

に
こ

こ

に
、

〈

自
然
V

の

中
に

「

即

身
」

に

融
け
込
み

、

重
々

無
礙
の

「

六

大
」

と

等
倍
に

な
っ

て

い

る

空
海
が
い

る
、

と

思

う
。

晩

年
高
野
山

に

生

活
の

重
心
を

移
し
た

空

海
は

、

そ
こ

で

「

遊

山

慕
仙

詩
」

と
い

う
長
文
の

詩
を

残
し
て

い

る
。

『

性
霊

集
』

巻
第
一

の

冒
頭
を

飾
る
こ

の

詩
の

終
わ

り
に

近
い

と

こ

ろ

で

空
海
は

、

深
い

無
常
観
を

さ
ら

に

突
き
抜
け
た

、

大
ヨ

如
来
が

中

央
に

座
す
「

即
身
成
弘
」

の

境
界
を

描
い

て

い

る
。
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て

ら

　

　

日
月
空
水
を

光
す
　
　
　
　
　
　
風
塵
妨
ぐ
る

所

無
し

　

　

是
非
同
じ

く
法
を

説
く
　

　
　

　
人

我
倶
に

消
亡

す

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

つ

ね

し
・

う
し

・

う

（
33）

　

　

定
慧
心

海
を

澄
ま
し

む

　

　

　

無
縁
に

し

て

毎
に
湯

湯
た

り

　
こ

こ

で

空
海
は

、

正
も

邪
も

等
し

く
大
日

如
来
の

説
法
で

あ
り

、

そ
こ

で

は

「

人

我
倶
に

消
亡

す
」

、

つ

ま

り、

自
他
の

区
別

や

我
執
は

消
え

去
っ

て

し
ま

う
、

と

説
い

て
い

る
。

即

ち
、

上

に

述
べ

た

「

納
涼

房
望

雲
雷
」

の

中
の

「

媚
殺
人
」

の

意
味

す

る

も
の

も
、

結

局
、

こ

の

「

人

我
倶
消
亡
」

の

意
味

す
る
も
の

と

同
じ

で

あ
る

。

一

方
は

「

自
然
」

の

中
で

の

原
初

的
．

直
感

的

な

「

即
身
」

観
で

あ
り

、

他
方
は

、

よ

り
深

化
さ

れ

象
徴
化

さ
れ
た

「

密
教

世
界
」

の

中
で

の

「

即

身
成
仏
」

観
で

あ
る

に

し
て

も
、

そ
の

「

即
身
」

の

基
本
構
造
に

変
わ

り
は

な
い

で

あ
ろ

う
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
34）

第
八

句
結
び
の

句
は
、

「

夜
深
不

能
籐
」

で

あ
る

。

従
来
の

解
釈
で

は
、

一

部
を

除

き
大
半
が

「

夜
遅
く
な
っ

て

も

寝
る
こ

と

が
で

き
な
い
」

と

い

う
意

味
に

と
っ

て

い

る
。

即
ち

「

夜
深
」

を
ど

う
読
む
か

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

第
七

句
「

魑
魅

媚
殺
人
」

を

前
述
の

よ

う
に

読
み

込
む
こ

と

に

よ
っ

て
、

第
八

句
の

こ

の

部

分
は

、

ど

う
し

て

も

「

夜
深
ふ

け
て

（

遅
く
な
っ

て
）
」

で

は

な

く
、

「

夜
深
く
し
て
」

と

素
直
に

読
み
解

釈
す
べ

き
で

あ
る

と

思

う
。

「

夜
深
」

は

決
し
て

時
間
の

問
題
で

は

な

く、

「

夜
」

の

〈

自
然
〉

の

中
に

渉
入
し
て

い

る

空

海
の

宇
宙
の

「

深
さ
」

、

「

ひ

ろ

が

り
」

を
い

っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

自
身
の

内
に

〈

自
然
〉

の

生

き
生

き
と

し
た

鼓
動
を

感
じ

、

山
林

修
行
者
空

海
の

「

血

が
騒
い

で

い

る
」

が

ゆ
え
に

、

眼
が
冴
え
て

「

不
能
寐
」

、

即
ち

寝
る

こ

と
が

で

き
な
い

の

で

あ
る

。

　

私
は

、

こ

の

短
い

詩

文
に

「

山

林
修
行
者
」

空
海
の

源

底
に

あ
っ

て

彼
を

突
き
動
か

す
も
の

、

そ
し

て
、

そ
こ

か
ら

「

自
己

生

成
」

し
て

大
き
く
拡

が
っ

て

ゆ

く
エ

ネ
ル

ギ
ー

の

よ

う
な

も
の

を

強

く
感
じ
る

。

さ

ら
に

ま
た

、

密

教
的
あ
る
い

は

仏
教
的

「

言
語
」

以

前
の

段
階
で

こ

う
い

う
深
い

世
界
が

現
わ

れ
て

く
る

、

こ

れ

は
お

そ
ら

く
、

空

海
と
と

も
に

あ
る

〈

自
然
〉

そ
の

も

の

が

そ
れ

だ

け
の

「

力
」

を
秘
め
て

い

る
、

と

い

う
こ

と

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。
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ま

と

め

本
稿
の

中
心

的

課
題
は

、

空

海
に

お

け
る

「

自
然
じ

ね

ん
」

と

「

即
身
」

の

理

論
的
・

動
態

的
構
造

と
、

そ
の

基

本
と

な
る

「

由

林
修
行

者
空

海
」

の

具

体
的
行
動
で

あ
る

。

特
に
こ

こ

で

は
、

若
き
日
の

激
し
い

山

林
修
行
と

、

そ
こ

で

形
づ

く
ら

れ

た

「

自
然
じ

ね
ん

」

と

「

即
身
」

の

原
初
的
形
態
に

焦
点
を

当
て

た
。

そ
し
て

、

こ

の

「

自
然
じ

ね

ん
」

と

「

即
身
」

二

つ

の

構
造
に

共
通
に

は

た

ら

く
原

理
と

は
、

即
ち
《

自
ら
を
は

る

か
に

超
え
る
も
の

と
の

入

我
我
入
》

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

そ
の

対
象
が

「

自
然
」

で

あ
ろ

う
が

、

あ

る
い

は

「

仏
」

で

あ
ろ

う
が

、

も
は

や

そ
こ

に

あ
る

の

は

瞬

質
の

原

理
と
い

っ

て

よ
い

。

従
っ

て
、

こ

こ

で

紹
介
し
た

『

三

教
指
帰
』

及
び

『

性
霊

集
』

の

文
章
に

は
、

「

密
教
」

的
な

言
語
は
、

少
な

く
と

も
そ
の

表
面
に

は

現
れ

て

こ

な
い

。

む

し
ろ

、

「

書
語
」

以

前
の

目
に

見
え
ぬ

エ

ネ
ル

ギ

ー

と
し

て
、

こ

れ
ら

の

文
章
の

背
後
に

潜
在
し
て
い

る

の

で

あ

る
。

そ

れ

は

結
局

、

空

海
に
お

け
る

「

自

然
」

↓
「

自
然
じ

ね
ん

」

へ

の

瑜

伽
・

渉
入

観
で

あ
り

、

同

時
に
こ

れ
は
、

空

海
思
想

の

中
軸
で

あ
る

「

即
身
」

の

動
態
的
立

体
構
造
の

源
底
に

流
れ

て
い

る

も
の

で

も
あ
る

。

そ
し

て

こ

の

こ

と

を
彼
の

「

即
身
成

仏
」

思

想
の

全
体
像
か
ら

振
り

返
っ

て

見
る

な
ら

ば
、

そ
の

「

自

然
じ

ね
ん

」

と

「

即
身
」

の
一

体
化
し
た

姿
に
こ

そ
、

空
海
の

「

大
日
即
身
」

観
の

原
型
が
あ
る

と

言
っ

て

も
よ
い

の

で

あ
る

。

　
さ

ら
に

、

空

海
の

文
章
構
造
そ
の

も
の

に

も

彼
の

思
想
の

特
徴
が

顕
わ

れ
て
い

る
。

即
ち

、

彼
の

文
章
の

中
で

は
、

様
々

な

説
段
あ
る

い

は

論
述
の

中
に

、

そ
れ
ま
で

の

記
述

を
突
き
抜
け
て

、

空
海
自
身
が

「

そ
れ
」

に

渉
入
し
て

全

体
を

大
き
く

「

立

体
化
」

す
る

、

い

わ

ば

「

縦
軸
」

が
あ
る

こ

と
で

あ
る

。

（

三
）

で

と

り
上

げ
た

文
章
で
い

え
ば

、

「

谷
不
惜
響

明
星
来
影
」

が

そ
う
で

あ

り
、

「

形
似

可
笑

志
已
不

奪
」

も

そ
の

類
で

あ

り
、

「

魑
魅
媚
殺

人

夜
深
不
能

寐
」

は

ま
さ

に

そ
の

典
型
で

あ
る

。

し

か

も

そ
れ
は

、

上

記
の

よ

う
な

「

肖
然
」

を

対
象
と

し
た

文
章
だ

け
に

限
ら

な
い

。

例

え
ば

、

8
で

述
べ

た

「

即
身
」

の

頌
、
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「

六

大
無
礙
常
瑜
伽

　
四

種
曼
荼
各
不

離
　
三

密
加
持

速
疾
顕
　
重
重

帝
網
名
即
身
」

の

「

三

密
加
持
速

疾
顕
」

が
、

「

即
身
」

の

構
図
の

Z
軸

、

即
ち
「

六

大
」

を
現

象
さ
せ

る

「

縦
軸
」

と

な
っ

て

い

る

如
く

、

そ

れ
は

空

海
の

様
々

な

論
述
に

お
い

て
、

部
分
的
あ
る
い

は

全

体
構
成
的
に
キ

イ
と

な
る

「

柱
」

を

形
成
し
て

い

る
の

で

あ
る

。

こ

れ
は

も
は

や
、

単
な
る

文
章
論
や

文

学
論
の

問
題
で

は

な
い

。

空

海
の

思
想
そ

の

も
の

の

特
徴
が

、

こ

う
い

う
「

か

た

ち
」

で

表
れ

て

い

る
、

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

言
葉
を
替
え
れ

ば
、

空
海
に

お

け
る

内
な

る

「

自
然
じ

ね

ん
」

の

働
き
が

そ
の

「

か

た

ち
」

を
つ

く
っ

て
い

る
、

と

も
言
え

る

の

で

あ
る

。

　
以
上
の

如
く

、

空

海
の

思

想
の

源
底
に

あ
る

も
の

と

し
て

、

「

自
然
」

と
の

深
い

関
わ

り
合
い

を

無
視

す
る

こ

と

は

で

き
な
い

。

さ
ら
に

そ

れ
は

、

日

本
古
来
の

自
然
信
仰

、

神
道
あ
る
い

は

後
の

修
験
道
等
の

底
に

流

れ
る

も
の

、

と

共
通
の

基
盤
を

も
つ

も

の

で

も
あ
ろ

う
。

い

わ

ば
「

日

本
人

的
宇
宙
観
」

と

も
言
わ

れ
る

も
の

が
、

空
海
の

「

真
言
密
教
」

を
支
え
る

心
理

構
造
的
な

「

縦
軸
・

柱
」

と

な
っ

て

潜
在
し
て
い

る
の

で

あ
る

。

そ
し
て

、

空
海
の

「

即
身
成
仏
」

思

想
の

中

枢
で

あ
る

「

即
身
」

も

ま
た
、

そ

う
い

う
背
景
の

中
で

捉
え
て

ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い

、

と

私
は

思

う
。

くデ 言
！
言
’
気〕   1i

丶
丁 証

） 　 ） 　 ） 　 ） 　 ） 　 ） 　 ）

『

定
本
弘
法
大
師
全
集
』

（

『

定
弘
全
』

）

第
三

巻
一

八

ー
一

九

頁

『

定
弘
全
』

第
三

巻
一

九
〜

二

〇

頁

「

大
日

経
』

巻
第
二
・

入

曼
荼
羅

具
縁

真
言
品

第
二
一

大
正
一

八
・

九
中

『

金
剛

頂
瑜
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三

摩
地

法
』

一

大
正
一

八
・

三

三
一

上

『

大
日

経
』

阿
闍
梨
真
実
智
品
U

大
正
一

八
・

三

八

中

『

定
弘
全
』

第
三

巻
三

八

頁

『

大
日

経
』

秘
密
曼
奈
羅
品
”

大
正
一

八

二
二

一

上
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（
8

）

『

定
弘
全
』

第
三

巻
二

一

頁

（

9
）

『

定
弘
全
』

第
三

巻
二
一
二

頁

（
10
）

『

定
弘
全
』

第
三

巻
二

五

頁

（
11
）

『

一

字
頂
輪
王
一

切
時
処
儀
軌
』

（

大
正
一

九
・

三

二

二

下
）

…

『

定
弘
全
』

第
三

巻
二

六

頁

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ポコ

　

　

　

此
の

印
と

密
言
と

を

由
て

自
身
を

加
持
す
れ
ば

、

法
界
体
性
智
の

毘
盧

遮
那
仏
の

虚
空

法
界
の

身
と

成
る

。

（
12
）

『

成
就
妙
法
蓮
華
経
王

瑜
伽
観
智

儀
軌
』

（

大
正
一

九
・

六

〇

二

上）

…

『

定
弘
全
』

第
三

巻
二

六

頁

　

　

　

法
身
真
如
に

入
っ

て
一

縁
一

相
の

平
等
な
る

こ

と

を

観
ぜ

ん

こ

と
、

猶
し

虚
空
の

如
く
せ

よ
。

…
…

衆
多
の

如
来
に

加
持

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
す
な

わ

　

　

　

る

所
な
る

に

由
る

が

故
に
、

乃
ち

十
地
等
覚
妙
覚
に

至
る

ま
で

薩
般
若
を

具
し
て

、

云
々

（
13
）

『

金

剛
頂

瑜
伽
金

剛
薩
唾
五

秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』

（

大
正
二

〇
・

五

三

五

中
下
）

…

『

定
弘
全
』

第
三

巻
二

六

頁

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ
る

　

　

　

羯
磨
を

具
足
せ

ん

が

為
に

、

普
賢
三

摩
地

を
以
て

金
剛

薩
堙

に

引
入
し
て

そ

の

身
の

中
に

入
る

。

加
持
威
徳
力
に

猶
が
故
に、

　

　

　
し
ゆ
ゆ
　
　
　
あ
い

だ

　

　

　

須
臾
の

頃
に

於
て

当
に

無
量
の

三

昧
耶

、

無
量
の

陀
羅
尼

門
を

証
す
べ

し
。

（
14
）

『

密
教
大
辞
典
』

法
蔵
館

（
15
）

［

A
］

外
な
る

「

自

然
」

…

山
川
・

草

木
・

花
・

雨
・

風
・

月
・

星
・

太
陽

等
な

ど
、

通

常
我
々

が

「

対
象
物
」

と
し

て

触
れ

　

て

い

る

「

自
然
」

の

こ

と
。

　

　
［

B
］

内
な
る

「

自
然
じ

ね

ん
」

…
お

の

ず
か

ら
な
る

生

成
・

展
開
に

よ
っ

て

成
り
い

で

た

状
態

、

あ
る

い

は

そ

の

生

成
・

展

開

　

　

を
惹

起
さ

せ

る

本
具
の

力
。

（

『

広
辞
苑
』

）

　

　
［

A一
［

B
］

を

合
わ

せ

て

い

う
場
合
は

、

〈

自
然
〉

と

し
た

。

（

16
）

『

定

弘
全
』

第
三

巻
二

三

頁

（

17
）

『

定

弘
全
』

第
三

巻
二

六

頁

（

18
）

『

定
弘
全
』

第
七

巻
四
一

頁
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（

19
）

こ

こ

で

の

「

谷
響
」

は
、

従
来
の

解

釈
で

は

大
半
が

、

「

谷
が
こ

だ

ま

す
る

よ

う
に
、

修
行
の

結
果
が

空
し

か
ら

ず
」

（

勝
又

　

　
『

弘
法
大
師
全

集
』

第
三

巻
三

頁）

云
々

、

あ
る
い

は

そ
れ
と

同
等
に

釈
さ
れ

て
い

る

が
、

私
は
こ

こ

に

記
し
た

よ

う
に
、

「

自
然
」

　

　
の

「

音
」

「

響
き

」

そ
の

も
の

に

沿
っ

て

解
釈
し
た

方
が
「

空

海
ら
し
い
」

と
思

う
。

（

20
）

「

自

然
智
じ

ね
ん

ち
」

と
は

、

「

法
爾

所
成
の

智
に
し

て
、

始
本
不
二

の
一

切
智
な

り
。

即

ち
如
来
自

覚
自
證
の

常
智
に

し

て
、

諸

　
　

法
の

本
不
生

を

覚
る

智
な
り

」

（

『

密
教
大
辞
典
』

）

（
21）
「

定
弘
全
』

第
七

巻
六
三

〜

六

四
頁

（
22
）

『

定
弘
全
』

第
七

巻
六
四
ー

六
五

頁

（
23
）

『

弘
空
全
』

第
九

巻
一

七
〇

頁
（

『

性
霊
集
』

巻
第
九
）

　

　

　

空

海
少
年
の

日、

好
ん

で

山

水
を

渉
覧
し

き
。

吉
野
よ

り

南
に

行
く
こ

と
一

日
、

更
に
西
に

向
か
っ

て

去
る

こ

と

両
日
程
に

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
な
づ

け

　
た
か
の

　

　

　
　

し

て
、

平
原
の

幽
地
有
り

。

名
て

高
野
と

日

う
。

（

24
）

『

沙

門
空

海
』

渡
辺

照
宏

宮

坂
宥
勝
（

ち
く
ま
学
芸
文

庫
　
H5

・

5
）

一

五

五

頁

　
参
照

　

　

　
　

青
年
時

代
の

空
海
は

、

一

介
の

山

岳
優

婆
塞
と
し
て

四
国

、

近
畿
の

山
野
を

跋
渉
し
た

の

で

あ
る

か
ら

、

私
度

僧
で

あ
っ

た

　

　

　
　
の

は

相

当
な
が
い

間
で

あ
っ

た

わ

け
で

あ
る

。

い

い

か
え
れ
ば

、

そ
の

出

発
点
に
お
い

て
、

律
令
的
な

仏
者
と
は

ま
っ

た

く

　

　

　
　

異
な
っ

た

道
を
た
ど
っ

た
の

で

あ
る

。

こ

こ

に

「

沙
門
空
海
」

の

自

覚
は

す
で

に

芽
ば

え
て

い

た

と
い

え
よ

う
。

そ
の

後、

　

　

　
　

入
唐
し
て

正
式
に

学
ん

だ

密
教
に

お

い

て
、

他
の
一

般
仏

教
と

比
較
し
た

場
合
に

何
よ

り

も
ま
ず
著
し

い

相
違

点
と

し
て

強

　

　

　
　

調
さ
れ
て
い

る
こ

と
は

、

た
ん

な

る

教
理
の

学
習
に
と

ど

ま
る

も
の

で

は

な
く
て
、

修
禅
観
法
に

よ
る

真
理
の

神
秘
直
観
で

　

　

　
　

あ
る

。

（

25
）

『

古
都
巡
礼
京
都

神
護

寺
』

（

淡
交
社

　
H6

・

10
）

七
七

頁

（

26
）

『

定
弘
全
』

第
八

巻
一

九

頁

（

27
）

「

媚
殺
人
」

に
つ

い

て

の

従
来
の

解
釈
ま
た

は

典
拠
一
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（

28
）

・

『

遍
照
発
揮
性
霊

集
便
蒙
』

運
敞
撰

巻
第
一

（

『

真
言
宗
全
書
』

四
二
”

続
真
言

宗
全

書
刊
行
会
　
S52

・

10
復
刻
）

三
八

頁

　

　

　

　

　
　
　
　
　
よ

ろ

こ

ば

し
む

る

　

「

媚
は

説
文
に

曰
く

。

　

悦
　

也
」

　

　

＊

「

殺
人
」

に

つ

い

て
は

典
拠
注

釈
な
し

・

『

性
霊
集
講
義
』

坂
田
光
全
（

高
野

山
出
版
社
　
S29

・

5
）

四
六
頁

　

「

笑
っ

て

人
を

悩
ま

し
」

・

『

三

教
指

帰

性
霊

集
』

渡
辺
照
宏

宮
坂
宥

勝
（

「

日
本
古
典
文
学

大
系
」

七
一

一

岩
波
書
店
　
S42

・

4
）

一

七

六
頁

　

「

人
を
悩
ま

す
。

悩
殺
す
る

」

・

『

弘
法
大

師
著
作
全
集
』

勝
又
俊

教
　
第
三

巻
（

山

喜
房
仏
書
林
　
H4

・

2
−

H9

・

1
）

一

二

〇

頁

　

「

笑
い

か

け
て

人

を

悩
ま

す
」

・

『

弘
法
大

師
空
海
全
集
』

第
六

巻

（

筑
摩
書
房
　
S60

・

9
〜

H3

・

4
）

一

八
一

頁

　

「

人
を
迷
わ
せ

ぬ

き
」

『

弘
法
大
師
の

救
済
論
−

密
教
に

お

け
る

霊
と

輪
廻

1』
村
上

保
壽
　
（

高
野
山
出

版
社
　
H7

・

11）

六

〜

七

頁
　
参
照

　

　

大
師
の

ア

ニ

ミ

ズ
ム

的
霊

魂
観
を

端
的
に

示
し
て
い

る

の

は
、

『

性
霊
集
』

巻
第
九

に

あ
る

「

高
野
建
立
の

初
の

結

界
の

　

時
の

啓
白
文
」

に
見
ら
れ
る

次
の

記
述
内
容
で

す
。

す
な

わ

ち
、

　

　

　

沙

門
遍
照
金
剛

、

敬
っ

て

十

方
の

諸
仏

、

両
部
の

大
曼

奈
羅
海
会
の

衆、

五

類
の

諸
天

及
び

国
中
の

天

神
地
祇

、

并
び

　

　

　

に

山

中
の

地
水
火
風
空
の

諸

鬼
等
に

白
さ

く
。

（

『

定
弘
全
』

第
九

巻
一

七

七

頁
）

　

　

こ

こ

で

大
師
は

、

山

中
の

地

水
火
風
空
の

五

大
の

諸
鬼
に

啓
白
し
て
い

ま
す

。

こ

の

五

大
の

諸
鬼
が

餓
鬼
趣

（

道
）

に

輪

　

廻
す
る

諸

鬼
を

指
し

て

い

る

と
い

う
よ

り
は
、

自

然
界
に

宿
る

精
霊

（

ア
ニ

マ
）

を

意
味

し
て
い

る

こ

と

は

明
ら

か
で

す
。

　

大
師
は
、

こ

の

霊

的
存
在
を
カ

ミ

と

し
て

捉
え、

そ
れ
を
壇
上
に

祭
祀
し

、

国

中
の

天

神
地

祇
と
と

も
に

そ
れ
ら

に

啓
白
し

　

て

い

る

こ

と

が
わ
か

り
ま
す

。

…

…
大
師
が

霊
を

問
題
に

す
る

と

き
、

こ

の

ア
ニ

ミ
ズ

ム

的
自
然
観
あ
る
い

は
霊

魂
観
が
そ
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空海の 「即身」観の 源底に流れ る 「自然 じねん」に つ い て （猪股）

　
　
　
　

の

も
っ

と

も
基
本
的
な

意
識
層
の

中
に

存
し
て

い

た

こ

と

は

間
違
い

な
い

と
こ

ろ

で

す
。

（

29
）

「

沙
門
勝
道
歴
山

水
瑩
玄
珠
碑
」

『

性
霊
集
』

巻
第
二
一

『

定
弘
全
』

第
八

巻
二
一
二

頁

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

す
み
か

（

30
）

「

入
山
興
」

『

性
霊

集
』

巻
第
一

（
『

定
弘
全
』

第
八

巻
十
六

頁
）

に

「

山

神
木
魅
、

是

れ
を
唐
と

為
せ

り
」

と

あ
り

、

坂
田

光
全

　
　

氏
は
そ

の

「

山

神
木
魅
」

を

「

山
の

神
や

老
木
の

精
等
」

と

釈
し
て

い

る
。

（

『

性
霊
集
講
義
』

坂
田
光
全

　
三
六

頁
）

（

31
）

『

大
漢
和
辞
典
』

諸
橋
轍

次

巻
十
二

（
32
）

「

人
我
」

等
に
つ

い

て
”

　
　
・

【

人

我】

…

…

個
人

存
在
と

し
て
の

我
。

わ

れ
わ

れ
の

身
体
の

う
ち
に

実
在
す
る

と

妄
想
す
る

実
体
我

。

（

『

佛

教
語
大
辞
典
』

　
　
中
村

元
）

　
　
・

【

人
我

無
相
】

…
…

〔

仏
〕

人
問
存
在
の

根
底
に

は

特
別
の

実
体
は

な
い

と
い

う
こ

と
。

（

岩
波
『

広
辞
苑
』

第
五

版
）

（
33
）

「

遊
山

慕
仙
詩
」

『

性
霊

集
』

巻

第
一
H

『

定
弘
全
』

第
八

巻
一

〇

〜

＝

頁

（
34
）

「

夜
深
不
能
寐
」

に
つ

い

て
の

従
来
の

解
釈
ま
た
は

典

拠
”

　
　
・

『

遍

照
発
揮
性
霊

集
便
蒙
』

運
敞
撰

巻
第
一

（

『

真
言
宗
全
書
』

四
二
”

続
真
言

宗
全

書
刊
行
会
　
S52

・

10
復
刻）

三

入

頁

　
　
　
　
「

謝
霊

運
が

歳
暮
の

詩
に

曰
く、

毀

憂
し
て

寝
る

こ

と

能
わ

ず
」

　
　
・

『

性
霊

集
講
義
』

坂
田
光
全

（

高
野

山
出

版
社
　
S29

・

5
）

四
六
頁

　
　
　
　

読
み

で

「

夜
深
け
て

寐
ぬ

る
こ

と

能
わ

ず
」

。

訳
で

は

「

深
夜
に
至
る

も
眠
る

こ

と

が
出

来
な
い

誠
に

煩
わ

し
い

夜
で

あ
る
」

　
　
・

『

三

教
指
帰

性
霊

集
』

渡
辺

照
宏

宮
坂
宥
勝
（
「

日

本
古
典
文
学
大
系
」

七
一

一

岩
波
書
店
　
S42

・

4
）

一

七

六

頁

　
　
　
　

読
み

で

「

夜
深
け
寐
ぬ

る
こ

と

能
く
せ

ず
」

。

訳
は

な

し
。

　
　
・

『

弘
法
大
師
著
作
全
集
』

勝
又
俊
教
　
第
三

巻
（

山

喜
房
仏

書
林

　
H4

・

2
−

H9

・

1
）

一

二

〇
頁

　
　
　
　

読
み

で

「

夜
深
け
て

寐
ぬ

る
こ

と

能
わ

ず
」

。

訳
は

な

し
。

　
　
・

『

弘
法
大
師
空

海
全
集
』

第
六
巻
（
筑
摩
書

房
　
S60

・

9
−

H3

・

4
）

一

八
一

頁
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読
み

で

は

「

夜

深
く
し

て

寢
ぬ

る

こ

と
能
わ

ず
」

。

但
し

現
代
語
訳
で

は

「

夜
が

ふ

け
て

寝
る

こ

と

が
で

き
な
い
」

。

【

キ
ー

ワ
ー

ド
】

即
身

、

自
然
じ
ね
ん
、

自
然

、

山
林
修
行
者

、

六

大
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